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覚園寺裏山やぐらに関する比較調査
─ 5号～10号窟について ─
Comparative study on the Yagura tombs hill behind Kakuon-ji temple:
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縦：右1.18 左0.80 横1.23 高さ：0.78
天井様式：平　　羨道：無　　間口：1.16
内部構造：方形　埋没著し
現存遺物：地輪3・火輪2・空風輪2・水輪1（以上、凝
灰岩）
特殊施設：なし
第1調査の写真と同アングルの現況：
図30．奥壁左側五輪塔浮彫　水輪
図31．9号窟調査カード
図32．2－6 やぐら全景
図33．2－7 内部
現況：
�第1調査時に、やぐら自体が既に埋没していることが
指摘されているが、現在はさらに土砂が流入し、また
入口附近に堆積物が多いことから、離れた所からでは
内部は殆ど見えない（図32）。近づいて内部を覗き込む
と、現在は7～8割程が地中に埋まっているものと推察
される。凝灰岩製の遺物が見えるが、これらもまた埋
没しつつある（図33）。
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�やぐら外の入口上部には、大きな木が下部に向かっ
て生長している。幹・枝ともに大きく、木の重みと風
で枝が揺られることによる岩盤への負担が懸念される。
�やぐら周辺に植物が繁茂している（図32）。
�やぐら外の入口上部の岩盤は水分を含んでおり、苔
が繁茂している。
4－7．10号（赤10）やぐら
開口方向　：西
第1調査日：1964年1月24日
規模（単位＝ｍ）：　縦右0.48 左1.14 横1.64
高さ：1.36
天井様式：平　　羨道：無　　間口：1.64
内部構造：方形
現存遺物：なし
特殊施設：なし
第1調査の写真と同アングルの現況：
状況：
図35．2－8 やぐら全景
図36．2－9 左壁と奥壁
図34．10号窟調査カード
図37．左壁と奥壁
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�やぐら内部に堆積物があり、特に左側に多い（図37）。
�図38の ━━ のように、天井に幾つもの亀裂が生じて
いる。その亀裂から、表層剥離を招くと予測される亀
裂もあるため、今後の注意深い観察が必要である。
�右壁の入口側が大きく湾曲している（図36）。
�各壁面にシダが繁茂しているが、特に奥壁に著しい
（図35・36）。壁面は水分を含む濡色をしていることか
ら、植物の生長に適した水分が供給されていることが
わかる。
�各壁面に苔・地衣類は見られる（図35・36）。やぐら
外の入口上部も苔に覆われている。左壁は、苔やシダ
が多量にあるため、壁面の状態はわからない（図35）。
�Ⅰ　天井右側に集中して析出物Ⅰ（図38○）が確認
できるが、他のやぐらに比べて全体的に少ない。
�天井部に鑿痕が確認できる。
5．まとめ
今回第1調査と称した1964年作成のカードには、当時
の様子を伝える貴重な情報が書かれている。今回、そ
れを基に行っている再調査についてまとめたが、やぐ
らの番号からわかるように、これはごく一部であり、
他のやぐらについても調査を行っているため、今後随
時報告していく。筆者が設けた12の項目を見ても、現
在様々な劣化が見られ、全く劣化の見られないところ
は無きに等しい。特に堆積物の流入は著しく、しかし
その状況が、直接雨風や日差しがやぐら内に入ること
を防いでいる。また場合によっては、壁面の浮彫や工
具痕を守っていることもあるだろう。山の中という環
境において、特に目立つのは樹木の存在であった。こ
の50年の間に樹木の根が生長し、岩盤の亀裂の隙間に
入ってしまうことは、やぐらの構造を不安定にするた
め注意が必要である。その一方で、50年前にあった樹
木が現在はないという状況もみられる。
やぐらの劣化の中で大きな問題と考えられるのは、
析出物の発生である。本文中で述べたように、その形
態は大きく2種に分類でき、Ⅰ～Ⅲの硬質で年中存在す
る形態は、第1調査においても類似した分布状況であっ
た。Ⅳとした軟質の析出物は、今回報告したやぐらに
は確認されなかった。これは、一見岩盤への負担が少
ないように見られるが、よく見るとそこに細かい石材
粒子が混じっていることがあるため、やはり岩盤表面
の劣化に関係している。冬場の限られた時期にのみ姿
を現すため、調査時期によっては確認できないことも
あり得る。硬質の析出物が岩盤表層下で結晶化してし
まった場合、その圧力で表面が剥離することもあり、
これまで残されてきた工具の痕跡や浮彫をも失う原因
となる。
このような劣化に対する有効な対応策は確立されて
いないが、劣化は徐々に進んでいる。そこで、現状を
詳細に記録しておくことが必要と考え、今回図版も併
せて掲載した。このようなデータを蓄積することで、
安田氏らの第1調査時のカードから様々なことがわかる
ように、2000年代初期の様子として現況を残したいと
考えている。今後も各やぐらの詳細な情報をまとめて
いく。
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図38．天井
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